
令和６年
地盤沈下調査結果について

資料１



１ 地盤変動調査（水準測量）
結果について
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（１）調査の概要

地盤沈下の状況を把握するため、昭和36年から「一級
水準測量」を毎年実施している。

• 調査期間：令和６年９月～令和７年１月

• 基準日：令和７年１月１日

• 調査機関：埼玉県、さいたま市、国土地理院

令和５年令和６年

997km996 km路線延長

525 点524点水準点数

2,868 km22,868 km2測量面積 2
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③ 西部地域 17
④ 北東部地域 6
⑤ 比企地域 8
⑥ 北部地域 7

全体 57

※鴻巣市は②中央部と④北東部にまたがる

①
②

③

⑤

④
⑥

調査地域区分図

※埼玉県の市町村数は63（R7.1.1現在）



令和６年 埼 玉 県 地 盤 変 動 調 査 路 線 網 図

国土地理院

埼玉県

東京都

群馬県

栃木県

千葉県

さいたま市
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（２）調査結果の概要

• 令和６年の調査では年２ cm以上沈下した地域は
なかった。

• 最大沈下量は0.8 cm（本庄市都島）であった。

• 調査対象地域全体では、前年と比較して沈下した
面積は減少した。

沈下面積： 1,639.0 km2(R5) ⇒ 564.3 km2(R6)
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ア 調査地点の変動状況

２cm以上 0 （1）沈下 173
（465）

有効点数
524

（524）

２cm未満 173 （464 ）

不動 2
（4）

隆起 349
（55）

※（ ）は前年（令和5年）

• 前年より沈下した点の割合が縮小した。

89% (465/524、R5) ⇒ 33%(173/524 、R6)
• ２ｃｍ以上沈下した点はなかった。
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変動量別地点数分布状況
地点数

Ｒ６年地点数
Ｒ５年地点数

＊変動量は１mm単位。各区間の地点数は、変動量の絶対値を小数点以下第１位で四捨五入したもの。
（例）-10の地点数は、-9.5mm～-10.4mmの地点数。10の地点数は9.5mm～10.4mmの地点数を示す。

変動量*（mm)



年間最大沈下量上位５地点

沈下量
（cm）

所在地（地域）水準点番号
順
位

0.8本庄市都島 （北部）54‐171

0.7久喜市間鎌（北東部）55‐302

0.7羽生市神戸（北東部）48‐333

0.7本庄市仁手（北部）54‐154

0.7加須市飯積（北東部）54-055

※ 昨年（令和５年）は１～５位が中央部、東部、比企、西部地域であった。

（最大沈下量 さいたま市西区西遊馬 2.1 cm）
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イ 地域別沈下量別面積
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１年間沈下量別面積〈km2〉
地域名 区 分

調査面積
〔面積計測地域〕

)令和５年(令和６年沈下㎝以上㎝未満

)98.2%290.4(4.4%12.90 ～ -1東部地域
)1.2%   3.5(―   ―-1 ～ -2295.7㎞２

)0.6%1.8(95.6%282.8隆 起〔 295.7㎞２ 〕
)91.0%465.2 (19.4%99.0 0 ～ -1中央部地域
)
)

1.3%
0.0%   

6.4
0.1

(
(

―
―  

―
―

-1 ～ -2
-2以上

511.2㎞２

)7.7%39.6(80.6%412.2隆 起〔 511.2㎞２ 〕
)76.3%339.5 (4.7%20.90 ～ -1西部地域
)12.0%   53.2(―  ―-1 ～ -2759.5㎞２

)11.7%51.8(95.3%423.7隆 起〔444.5㎞２ 〕
)96.1%377.0 (91.6%359.3 0 ～ -1北東部地域
)0.1%   0.3(―   ―-1 ～ -2392.3㎞２

)3.8%15.1 (8.4%33.0 隆 起〔 392.3㎞２ 〕
)35.9%28.8 (―― 0 ～ -1比企地域
)15.6%   12.5(―   ―-1 ～ -2347.2㎞２

)48.5%   39.0(100%   80.3隆 起〔 80.3㎞２ 〕
)61.6%62.1(71.5%72.20 ～ -1北部地域
)―   ―(―   ―-1 ～ -2562.1㎞２

)38.4%38.8 (28.5%28.7 隆 起〔 100.9㎞２ 〕
)85.6%1,562.9(30.9%564.30 ～ -1総括
)
)

4.2%
0.0%

75.9
0.1

(
(

―
―

―
―

-1 ～ -2
-2以上

2868.1㎞２

)89.8%1,639.0 (30.9%564.3 沈下合計
)10.2%186.0 (69.1%1,260.7 隆 起〔1824.9㎞２〕

※ 面積計測地域面積：地盤変動面積の計測対象とした地域の面積
※ 小数第二位の四捨五入により合計等が合わない場合がある。



沈下状況（１年間）
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水準測量調査範囲

1cm以上2cm未満

※該当範囲なし



２ 地盤沈下・地下水位観測所
による観測結果について
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（１）観測体制（令和６年12月31日時点）

• 全38観測所 65井

• 地盤変動の観測（地盤沈下観測所）

16観測所 32井

（うち、12観測所28井はテレメーター観測）

• 管頭下水位の観測（地下水位観測所）

37観測所 64井

（うち、11観測所24井はテレメーター観測）
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※さいたま市所管分を含む。



調査対象地域沈下観測所

水位観測所

沈下・水位観測所

観測所位置図（令和６年12月31日時点）
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埼玉県工業用水道給水区域

埼玉県水道用水供給事業給水区域

※赤丸はテレメーター設置観測所
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（２）観測結果（地盤変動量）
結果概要観測所

・２月下旬から３月上旬にかけ膨張傾向を示し、８月までほぼ横ば
いに推移。１２月以降は降雨量がなく、収縮傾向にある。
・年間変動最大5.5mm程度の膨張（２号井）

浦和

・６月下旬まで膨張傾向を示し、８月下旬に収縮傾向を示した。以
降は収縮と膨張を繰り返しながら横ばいの傾向で推移。
・年間変動最大1.2mm程度の膨張（２号井）

越谷東

・緩やかな膨張と収縮を繰り返しながら、全体では膨張傾向で推
移。
・年間変動最大6.6mm程度の膨張（１号井）

所沢

・小刻みな膨張・収縮を繰り返し、３月から４月にかけて膨張傾向、
以降は収縮と膨張を繰り返しながら横ばいの傾向で推移。
・年間変動最大1.9mm程度の膨張（１号井）

鷲宮
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（３）観測結果（管頭下水位）
結果概要観測所

・年間を通して小刻みな変動を繰り返しながら横ばいに推移した。深度
の大きい２号井が約３ｍ低い水準の水位となっている。
・平均水位は前年に比べて１号井は0.12ｍ、２号井は0.10ｍ上昇

浦和

・１号井は、小刻みに変動を繰り返しながらほぼ横ばいに推移した。２号
井と３号井は類似した水位変動を示しており、ほぼ横ばいで推移した。
・平均水位は前年に比べて0.20ｍ（１号井）低下、0.12ｍ（２号井）、0.11ｍ
（３号井）上昇

越谷東

１号井は水位変動が乏しく、緩やかな上昇傾向で推移。２号井は年間を
通して小刻みな変動を繰り返しながら、緩やかな上昇傾向で推移。
・平均水位は前年に比べて１号井は0.53ｍ、２号井は0.64ｍ上昇

所沢

・１号井は年間を通じてほぼ横ばいで推移。２号井は１月から６月までは
変動を繰り返しながら緩やかな上昇傾向。３号井は変動量は小さいが夏
季に水位低下。最も浅い４号井は年間を通じての変動が小さい。
・平均水位は前年に比べて１号井は0.04ｍ低下、２号井は0.01ｍ上昇、
３号井は0.04ｍ上昇、４号井は0.05ｍ低下。

鷲宮
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３ 地下水採取量集計結果
について
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（１）地下水採取規制
• 工業用水法⇒さいたま市、川口市、草加市、蕨市、戸田市、八潮市

• 建築物用地下水の採取の規制に関する法律

（ビル用水法）⇒さいたま市、川口市、蕨市、戸田市

• 埼玉県生活環境保全条例⇒概ね八高線以東（さいたま市を除く）

• さいたま市生活環境の保全に関する条例⇒さいたま市内
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第二種指定地域（９市町）
（熊谷市は、第一種、第二種指定地域にまたがっている）

第一種指定地域、さいたま市（計41市町）

N

工業用水法指定地域 ６市
（ただし、川口市・さいたま市は一部）

ビル用水法指定地域 ４市
（ただし、さいたま市は一部）

●埼玉県生活環境保全条例、さいたま市生活環境の
保全に関する条例（計49市町）

（２）地下水採取規制の対象地域
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埼玉県生活環境保全条例ビル用水法工業用水法法・条例

全用途＊１、２建築物用工業用規制対象用途

第二種指定地域
（９市町）

第一種指定地域
（４０市町）

さいたま市、川口
市、蕨市、戸田市

さいたま市の一
部、川口市の一
部、草加市、蕨市、
戸田市、八潮市

規制対象地域

設置不可＊３設置不可＊３設置不可設置不可21cm2超
規制対象

区分

【揚水機
の吐出口
断面積】

届出許可許可許可
21cm2以下
～6cm2超

規制対象外届出規制対象外規制対象外6cm2以下

＊１ 条例の解釈の指針で７用途に区分（工業用、建築物用、その他、農業用、水産養殖業用、
水道事業用、非常災害用）

＊２ 次の揚水施設については適用除外（条例102条）
① 家庭用の揚水施設で揚水機の吐出口の断面積の合計が6cm2以下のもの
② 農業用（かんがい用に限る）でストレーナーの位置が地表面下30m以浅のもの
③ 法令で規制されているもの

＊３ 非常災害用等公益上の目的、農業用及び水産養殖業用の揚水施設に係る基準には特例あり

（３）法及び条例の規制内容
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計その他
非常

災害用
水産

養殖業用
農業用工業用建築物用

水道
事業用

用途

地域別

59.2(57.0) 2.2(2.3) 0.2(0.1) 0.0(0.0) 0.1(0.2) 7.5(7.6) 3.4(3.6) 45.8(43.2) 東 部 地 域

153.8(141.0) 6.2(5.9) 0.5(0.7) 0.0(0.0) 7.5(6.7) 18.7(19.5) 4.4(4.8) 116.5(103.4) 中央部地域

181.0(191.3) 5.1(4.7) 0.0(0.0) 3.3(3.4) 28.0(36.1) 31.4(31.5) 11.3(11.2) 101.9(104.4) 西 部 地 域

73.5(82.6) 2.5（6.1) 0.0(0.0) 1.6(1.7) 11.4(12.1) 16.4(15.8) 3.0(2.9) 38.6(44.0) 北東部地域

28.2(29.0) 0.7(0.9) 0.0(0.0) 0.0(0.0) 0.1(0.1) 2.6(3.7) 0.7(0.8) 24.1(23.5) 比 企 地 域

192.6(193.4) 3.8(3.6) 7.0(7.7) 3.2(3.7) 10.0(10.0) 40.5(40.2) 3.2(2.6) 124.9(125.6) 北 部 地 域

688.3(694.3) 20.5(23.5) 7.7(8.5) 8.1(8.8) 57.1(65.2) 117.1(118.3) 26.0(25.9) 451.8(444.1) 
計

100.0%3.0%(3.4%)1.1%(1.2%)1.2%(1.3%)8.3%(9.4%)17.0%(17.0%)3.8%(3.7%)65.6%(64.0%)

28

（４）地下水採取量（報告値）
単位 千㎥/日

※ （ ）内は令和5年次地下水採取量

• 令和６年の採取量は前年（令和５年）から１％減。

• 地域別では西部、北東部、比企及び北部で採取量が減少。



４ 地盤沈下、地下水位、
地下水採取量の推移
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出典：国土交通省ホームページ（地盤沈下防止等対策要綱に関する関係府省
連絡会議の結果について、参考資料１）

地盤沈下防止等対策要綱の概要
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地域別沈下量面積（年２ｃｍ以上）
経年変化図
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基準観測所の地下水位の推移
（年間平均）
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33
＊関東平野北部（保全地域）の地下水採取量については、

埼玉県が収集した情報を元にグラフを作成

地下水採取目標量（320百万m3/年）

地下水採取目標量（480百万m3 /年）



地域別単位面積当たり日採取量
経年変化図
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※水道、工業、建築物用の地下水採取量を集計した。

農業用等他の用途は含まない。



令和７年
地盤沈下調査について

35



（１）地盤変動調査
• 調査期間：令和７年９月～

• 基準日：令和８年１月１日

• 調査機関：埼玉県、さいたま市、国土地理院

令和６年令和７年

996 km
（県814km）

996 km
（県815km）

路線延長

524 点524 点水準点数

2,868 km22,868 km2測量面積
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令和７年 埼 玉 県 地 盤 変 動 調 査 路 線 網 図

国土地理院

埼玉県

東京都

群馬県

栃木県

千葉県

さいたま市
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（２）令和７年の観測体制について

• 全38観測所 65井

• 地盤変動の観測（地盤沈下観測所）

16観測所 32井

（うち、12観測所28井はテレメーター観測＊）

• 管頭下水位の観測（地下水位観測所）

37観測所 64井

（うち、11観測所24井はテレメーター観測＊）

38

※さいたま市所管分を含む。

＊令和７年度末までに浦和、越谷東、鷲宮、所沢の４観測所を除く観測所について、
順次テレメーター観測から毎時測定データを月１回回収する方針としている。
（令和３年度埼玉県地盤沈下対策調査専門委員会にて報告）
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観測所位置図（令和７年１月１日時点）
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調査対象地域沈下観測所

水位観測所

沈下・水位観測所
埼玉県工業用水道給水区域

埼玉県水道用水供給事業給水区域

※赤丸はテレメーター設置観測所


